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道　標

ん
な
願
い
事
を
し
ま
す
。
そ
れ

は
、
基
本
的
に
神
を
信
頼
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
は

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
根
本
的
に
自
分
の
善
だ
け

を
願
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

人
祖
ア
ダ
ム
と
エ
ワ
の
罪

（
命
の
与
え
主
で
あ
る
神
と
の

縁
が
断
た
れ
て
い
る
状
態
）
を

持
つ
人
間
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
十
字
架
上
で
の
死
に
よ

っ
て
そ
の
罪
を
贖
わ
れ
、
復
活

の
主
イ
エ
ス
か
ら
送
ら
れ
る
聖

霊
に
よ
っ
て
神
の
命
を
得
た
の

で
す
。
こ
の
神
の
命
を
得
る
こ

と
を
「
天
の
国
に
入
る
」
と
言

い
ま
す
。

従
っ
て
、
「
天
に
お
ら
れ
る

父
の
御
心
を
行
う
者
」
と
は
、

厳
密
に
言
え
ば
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
事
で
す
が
、
こ
の
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
て
、

イ
エ
ス
の
よ
う
な
生
き
方
を
す

る
者
だ
け
が
「
天
の
国
に
入

る
、
す
な
わ
ち
救
わ
れ
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
神
を
信
じ
、
神

を
信
頼
し
て
生
き
る
と
は
ど
う

い
う
生
き
方
な
の
で
し
ょ
う

か
。私

た
ち
の
身
体
は
、
常
に
新

陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
２
兆
個
と
も
言
わ

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
イ
エ
ス
の

次
の
言
葉
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

「
私
に
向
か
っ
て
、
『
主

よ
、
主
よ
』
と
言
う
者
が
皆
、

天
の
国
に
入
る
わ
け
で
は
な

い
。
天
に
お
ら
れ
る
私
の
父
の

御
心
を
行
う
者
が
、
入
る
の
で

あ
る
。
」
（
マ
タ
イ
７
・
21
）

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
主

よ
、
主
よ
」
と
言
う
人
と
は
、

洗
礼
を
受
け
た
人
の
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

洗
礼
を
受
け
た
だ
け
で
は
、
天

の
国
に
は
入
れ
な
い
の
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
意

味
に
つ
い
て
少
し
黙
想
し
て
み

ま
す
。

「
主
よ
、
主
よ
」
と
言
っ

て
、
私
た
ち
は
神
さ
ま
に
い
ろ

り
ま
す
。

「
私
た
ち
の
内
の
古
い
人
が

キ
リ
ス
ト
と
共
に
十
字
架
に
つ

け
ら
れ
た
の
は
、
罪
の
体
が
無

力
に
さ
れ
て
、
私
た
ち
が
も
は

や
罪
の
奴
隷
に
な
ら
な
い
た
め

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
た

ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
（
中

略
）
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
と

共
に
死
ん
だ
の
な
ら
、
キ
リ
ス

ト
と
共
に
生
き
る
こ
と
に
も
な

る
と
信
じ
ま
す
。
」
（
ロ
ー
マ

書
６
・
６
〜
８
）

こ
こ
で
、
「
天
に
お
ら
れ
る

私
の
父
の
御
心
」
に
つ
い
て
、

イ
エ
ス
自
身
が
弟
子
た
ち
に
教

え
た
祈
り
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
は
「
主
の
祈
り
」
で
す
。

前
半
の
部
分
を
思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
。

中
野
裕
明
司
教
は
10
年
に
１

度
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
の
聖
遺
物
（
ご
遺
体
）
が

公
開
（
２
０
２
４
年
11
月
21
日

〜
２
０
２
５
年
１
月
５
日
）
さ

れ
る
の
を
機
会
に
、
教
区
主
催

で
「
イ
ン
ド
・
ゴ
ア
巡
礼
の

旅
」
の
実
施
を
決
め
、
以
下
の

よ
う
に
内
容
等
を
発
表
し
た
。

旅
行
実
施
は
大
阪
市
の
株
式
会

社
ト
ラ
ベ
ル
サ
ラ
イ
（
℡
０
６

︱
６
２
３
２
︱
３
０
１
２
）
。

巡
礼
期
間
は
12
月
10
日

（
火
）
〜
12
月
15
日
（
日
）

で
、
旅
行
代
金
34
万
６
千
円

（
福
岡
空
港
発
着
・
添
乗
員
同

行
・
全
食
事
付
）
と
な
っ
て
い

る
。
但
し
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
、
空
港
税
、
査
証
料
・
代
行

手
数
料
等
合
計
約
６
万
１
千
円

が
別
途
必
要
に
な
る
。
ま
た
１

人
部
屋
希
望
の
際
は
５
万
５
千

円
の
追
加
料
金
が
発
生
す
る
。

募
集
人
数
は
20
人
（
最
少
催

行
人
数
：
15
人
）
で
、
最
初
の

申
込
締
切
は
９
月
８
日

（
日
）
、
最
終
締
切
は
10
月
31

日
（
木
）
と
な
っ
て
い
る
。
大

れ
る
細
胞
が
体
内
で
生
と
死
を

繰
り
返
し
て
い
る
、
と
い
う
意

味
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
受
け

た
洗
礼
は
１
回
限
り
で
す
。
洗

礼
証
明
書
が
存
在
す
る
こ
と

で
、
信
者
の
証
に
は
な
り
ま

す
。
確
か
に
こ
の
世
で
は
、
１

度
何
か
の
資
格
が
得
ら
れ
れ

ば
、
そ
れ
は
生
涯
有
効
と
み
な

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
洗
礼
証
明

書
は
、
生
き
て
お
ら
れ
る
神
の

前
で
は
意
味
を
成
し
ま
せ
ん
。

人
間
が
生
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
す

こ
と
で
あ
る
し
、
「
天
に
お
ら

れ
る
私
の
父
の
御
心
を
行
う
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。聖

パ
ウ
ロ
は
次
の
よ
う
に
語

ま
か
な
旅
程
は
以
下
の
通
り
。

・
12
月
10
日
（
火
）
福
岡
空
港

か
ら
ム
ン
バ
イ
へ
。

・
12
月
11
日
（
水
）
ム
ン
バ
イ

〜
パ
ナ
ジ
（
ゴ
ア
州
）
。

・
12
月
12
日
（
木
）
パ
ナ
ジ
＝

オ
ー
ル
ド
ゴ
ア
観
光
（
聖
ザ

ビ
エ
ル
の
聖
遺
物
崇
敬
）
。

・
12
月
13
日
（
金
）
パ
ナ
ジ
〜

ム
ン
バ
イ
へ
。

・
12
月
14
日
（
土
）
ム
ン
バ
イ

観
光
。

・
12
月
15
日
（
日
）
ム
ン
バ
イ

か
ら
福
岡
空
港
へ
。

問
合
せ
・
申
込
先
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
鹿
児
島
教
区
本
部
事
務

局
ま
で
。
℡
０
９
９
（
２
２

６
）
５
１
０
０
、
℻
０
９
９

（
２
２
５
）
０
４
４
０
、
以
下

の
メ
ー
ル
で
も
受
け
つ
け
る
。

kagoxavi@
po5.synapse.ne.jp

中
野
司
教
は
こ
の
機
会
に
多

く
の
信
者
が
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
尚
、

詳
細
・
申
込
書
は
す
で
に
各
小

教
区
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。

「
天
に
お
ら
れ
る
わ
た
し
た

ち
の
父
よ
、
（
中
略
）
み
こ
こ

ろ
が
天
に
行
わ
れ
る
と
お
り
地

に
も
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
」

８
月
15
日
は
「
太
平
洋
戦
争

終
結
の
日
」
で
あ
り
、
「
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
よ

る
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝

来
」
の
日
で
あ
り
、
「
聖
母
被

昇
天
の
祭
日
」
で
も
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
三
つ
の
歴
史
的

出
来
事
が
一
日
に
集
中
す
る
の

は
ま
れ
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら

の
出
来
事
に
お
い
て
、
「
天
の

父
の
御
心
」
が
実
現
し
た
日
で

あ
る
こ
と
を
感
謝
し
、
世
界
の

紛
争
地
に
１
日
も
早
く
平
和
が

実
現
す
る
よ
う
に
祈
り
ま
し
ょ

う
。

洗
礼
の
恵
み
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
生
き
よ
う
⑻

２
０
２
４
年
　
年
間
目
標
　
　
　
　
　
鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

教
区
主
催
で
イ
ン
ド
・
ゴ
ア
巡
礼

10
年
に
１
度
の
聖
ザ
ビ
エ
ル
の
聖
遺
物
崇
敬

キリスト教伝来記念祭
日時：８月15日（木）
場所：鹿児島カテドラル・ザビエ

ル記念聖堂
内容
・ミサ
（中野裕明司教司式） 17時
・懇親会 18時30分
※16時から「ゆるしの秘跡」にあ

ずかることができます。

聖母被昇天、聖フランシスコ・
ザビエルの鹿児島上陸、平和旬間
の締めくくり（終戦記念日）に平
和のために皆でミサにあずかり、
祈りをささげましょう。

重
久
知
司
助
祭
帰
天

骨
髄
異
形
成
症
候
群
の
た
め

療
養
中
だ
っ
た
徳
之
島
の
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
重
久
知
司
助
祭

が
６
月
20
日
（
木
）
、
入
院
先

で
帰
天
し
た
。
76
歳
だ
っ
た
。

２
０
２
０
年
６
月
に
助
祭
候

補
者
と
な
っ
た
重
久
さ
ん
は
、

２
０
２
１
年
９
月
26
日
に
徳
之

島
３
人
目
の
終
身
助
祭
と
な

り
、
司
祭
た
ち
の
助
け
手
と
な

っ
て
活
躍
し
て
い
た
。

そ
の
重
久
助
祭
の
追
悼
ミ
サ

は
、
12
月
３
日
（
火
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ

ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
さ
さ
げ

ら
れ
る
。

７
月
９
日
（
火
）
午
前
11
時

か
ら
12
時
半
ま
で
、
教
区
本
部

２
階
会
議
室
で
教
区
司
祭
会
が

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
現
地

参
加
13
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

６
人
の
合
計
19
人
。

事
務
局
か
ら
の
報
告
の
後
、

中
野
裕
明
司
教
に
よ
る
「
説
教

に
つ
い
て
（
使
徒
的
勧
告
『
福

音
の
喜
び
』
を
手
が
か
り

に
）
」
と
の
テ
ー
マ
で
講
話
、

質
疑
応
答
と
続
き
、
昼
の
祈
り

を
も
っ
て
終
了
と
な
っ
た
。
講

話
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通

り
。
 

主
日
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
る
こ

と
で
神
の
民
が
典
礼
的
に
養
成

さ
れ
る
が
、
そ
の
主
日
の
ミ
サ

の
核
と
な
る
と
こ
ろ
に
説
教
が

あ
る
。
こ
の
説
教
の
位
置
づ
け

を
大
切
に
認
識
し
て
欲
し
い
。
 

１
９
７
５
年
に
教
皇
パ
ウ
ロ

６
世
は
使
徒
的
勧
告
『
福
音
宣

教
（
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
イ
・
ヌ

ン
チ
ア
ン
デ
ィ
）
』
を
出
さ
れ

た
。
E
vangelii N
untiandi

（
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
イ
・
ヌ
ン
チ

ア
ン
デ
ィ
）
は
「
福
音
を
の
べ

伝
え
る
」
の
意
味
だ
が
、
訳
と

し
て
長
す
ぎ
る
の
で
、
日
本
語

訳
は
、
①
福
音
宣
教
と
②
福
音

化
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
。

①
福
音
宣
教
は
、
教
会
に
来
た

人
に
公
教
要
理
を
教
え
、
洗
礼

を
授
け
る
こ
と
。
②
福
音
化

は
、
①
で
洗
礼
を
受
け
た
人
が

よ
い
知
ら
せ
を
人
類
に
伝
え
る

こ
と
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
①
と
②
は
そ
れ
ぞ
れ
を
分

離
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
①
が
あ
っ
て
②
が
可
能
に

な
る
と
い
う
秩
序
の
中
で
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

そ
の
後
、
希
望
者
は
会
議
室

に
残
り
、
普
段
感
じ
て
い
る
こ

と
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
共
に

昼
食
を
取
っ
た
。
 

司
教
講
話
で
学
習

７
月
の
教
区
司
祭
会
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国
立
科
学
博
物
館
人
類
研
究

部
の
坂
上
和
弘
先
生
を
招
い
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

去
る
５
月
19
日
（
日
）
午
後

１
時
か
ら
３
時
、
屋
久
島
環
境
文

化
村
レ
ク
チ
ャ
ー
室
に
て
、
シ
ド

ッ
テ
ィ
神
父
復
顔
像
を
囲
ん
で
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
の
事
業
「
西
洋
文
化
を
広
め

た
シ
ド
ッ
テ
ィ
の
功
績
等
普
及
啓

発
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
委
託

を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
く
し
ま

未
来
工
房
（
理
事
長
・
古
居
智

子
）
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

熊
毛
支
庁
屋
久
島
事
務
所
長

鮫
島
典
治
氏
の
ご
挨
拶
、
動
画

「
シ
ド
ッ
テ
ィ
の
生
涯
」
、
古
居

智
子
の
「
シ
ド
ッ
テ
ィ
来
日
の
背

景
説
明
」
の
後
に
、
国
立
科
学
博

物
館
人
類
研
究
部
の
坂
上
和
弘
先

生
に
「
骨
を
読
む
！
　
シ
ド
ッ
テ

ィ
神
父
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
演
題
で
約
１
時
間
、
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
夏
、
没
後
３
０

０
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
江
戸

切
支
丹
屋
敷
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
の
遺
骨
に
つ
い

て
、
発
掘
か
ら
分
析
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解

析
、
復
顔
像
作
製
に
至
る
ま
で
の

骨
に
刻
ま
れ
た
情
報
を
読
み
解
い

て
い
く
過
程
の
話
は
、
大
変
、
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。

特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、
シ

ド
ッ
テ
ィ
神
父
の
ご
遺
体
が
通
常

の
江
戸
時
代
の
葬
式
と
は
異
な

り
、
飾
り
金
具
の
付
い
た
木
製
の

長
持
の
中
で
体
を
伸
展
さ
せ
た
状

態
（
キ
リ
ス
ト
教
の
葬
式
）
で
埋

葬
さ
れ
て
い
た
と
い
う
話
で
し

た
。
切
支
丹
屋
敷
に
幽
閉
さ
れ
て

は
い
ま
し
た
が
、
屋
敷
内
の
役
人

た
ち
か
ら
は
敬
わ
れ
、
あ
る
種
の

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事

実
に
、
神
父
の
人
柄
を
彷
彿
と
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
齢

の
方
と
比
べ
て
、
歯
の
摩
耗
が
著

し
か
っ
た
と
い
う
検
証
結
果
に

も
、
ロ
ー
マ
を
出
て
か
ら
11
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
辛
苦
を
経
験
さ
れ
た

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
の
来
場
者
は
約
60
人
。

質
疑
応
答
で
は
参
加
者
か
ら
質
問

が
た
く
さ
ん
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
と
て
も
面
白
か
っ
た
」

「
期
待
以
上
に
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」
「
ロ
マ
ン
を
感
じ

た
」
「
こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
屋

久
島
か
ら
始
ま
っ
た
な
ん
て
素
晴

ら
し
い
と
思
っ
た
」
「
映
画
化
し

て
欲
し
い
」
「
シ
ド
ッ
テ
ィ
記
念

館
の
設
立
が
楽
し
み
だ
」
な
ど
の

た
く
さ
ん
の
称
賛
の
声
が
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
に
も
記
入
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

講
演
会
の
内
容
は
、
当
法
人

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
す
る

予
定
で
す
。

（
文
責
・
古
居
智
子
）

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
操
⑭

紫
原
教
会
主
任
司
祭

貴
島
丈
弥

決
定
こ
そ
、
第
二
週
の
黙
想
の
う

ち
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
 と

説
明
し
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
の
中
に
イ
グ
ナ
チ

オ
の
よ
り
大
切
な
霊
性
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
“
よ
り
大
い
な
る

神
の
栄
光
の
た
め
”
と
い
う
概
念

で
す
。
A
.M
.D
.G
（
A
d M
ajorem

D
ei G
loriam
）
、
M
agis や
the

more と
い
う
言
葉
で
も
表
現
さ

れ
ま
す
。
“
よ
り
”
と
い
う
表
現

の
中
に
、
終
わ
り
が
な
い
、
限
り

な
く
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
霊
性
は
イ
グ
ナ
チ
オ

の
霊
操
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
信
仰

す
。ま

た
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心

の
支
え
に
な
る
よ
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
愛
す
る
人

を
亡
く
さ
れ
た
家
族
、
行
方
不
明

の
方
が
い
る
家
族
の
た
め
に
集
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
私
た
ち
は
こ
の
お
金
を
適
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。

今
年
の
５
月
に
鹿
児
島
で
お

会
い
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

し
、
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
と
一
緒
に
祈
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
は
、
個
人

的
な
支
え
で
あ
り
、
良
い
分
か
ち

合
い
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
司
教
様
と
直
接
お
会
い
し
、
ご

経
験
や
思
い
を
お
聞
き
で
き
た
の

は
貴
重
な
こ
と
で
し
た
。
こ
の
出

会
い
に
も
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。司

教
様
を
は
じ
め
と
す
る
鹿

児
島
教
区
の
信
者
さ
ん
の
助
け

は
、
大
き
な
希
望
の
し
る
し
で
あ

り
、
強
い
連
帯
の
表
れ
で
す
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
と
未
来
の
た
め

に
、
私
た
ち
は
祈
り
に
お
い
て
一

致
し
続
け
ま
し
ょ
う
。

司
教
様
の
祝
福
と
お
祈
り
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ュ
タ
ド
ー
ル
に
て

６
月
12
日
　
シ
ス
タ
ー
テ
オ

ド
ラ
・
シ
ュ
ラ
ク
（
レ
デ
ン
プ
ト

ー
ル
宣
教
修
道
女
会
総
長
）

骨
を
読
む
＝
科
学
か
ら
見
た
「
聖
者
」

シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

屋
久
島
で
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
の
功
績
を
記
念
す
る
た
め
の

「
記
念
館
」
建
設
な
ど
に
尽
力
し
て
い
る
作
家
・
古
居
智
子
さ

ん
が
活
動
の
一
旦
を
報
告
し
て
く
れ
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

造
し
支
配
す
る
永
遠
の
王
を
主

君
と
し
て
、
そ
の
指
揮
の
も
と

で
の
戦
い
は
、
地
上
の
人
間
の

乏
し
く
醜
い
努
力
と
想
像
力
に

よ
る
不
確
か
で
愚
か
な
目
的
の

た
め
の
戦
い
で
は
な
く
、
確
実

に
、
す
で
に
永
遠
の
勝
利
を
勝

ち
取
っ
た
王
の
栄
光
の
た
め
の

戦
い
で
、
そ
の
報
い
は
地
上
で

の
一
時
の
満
足
で
す
ぐ
に
朽
ち

果
て
る
も
の
と
は
違
い
、
永
遠

に
朽
ち
る
こ
と
の
な
い
報
い
で

あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
す
。

霊
操
者
も
、
こ
の
王
の
“
よ

り
”
大
い
な
る
栄
光
の
た
め
に

戦
う
た
め
、
彼
の
招
き
に
応
え

続
け
て
い
く
の
で
す
。
 

第
二
週
で
霊
操
者
が
見
本
と

す
る
の
は
聖
母
マ
リ
ア
の
「
こ

れ
ら
の
こ
と
を
こ
と
ご
と
く
心

に
留
め
て
、
思
い
め
ぐ
ら
（
ル

カ
２
・
19
）
」
せ
る
と
い
う
姿

勢
で
す
。
第
一
週
で
行
っ
た
よ

う
に
記
憶
と
知
性
と
意
志
を
働

か
せ
て
神
の
神
秘
を
観
想
し
、

「
益
を
収
め
る
」
た
め
に
重
要

な
姿
勢
と
な
り
ま
す
。
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・
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ぺ
、
キ
リ
ス

ト
の
道
　
第
三
巻
　
第
二
週

キ
リ
ス
ト
の
国
 

・
M
iguel 
Á
ngel 
F
iorito,

Cercare e trovare la volontà

di D
io 

カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
で
は
５
月

13
日
（
月
）
、
教
区
本
部
で
今
年

度
最
初
の
会
議
を
開
き
、
昨
年
度

会
計
報
告
を
ま
と
め
る
と
と
も
に

今
年
度
の
支
援
地
に
つ
い
て
決
定

し
、
６
月
７
日
（
金
）
付
け
で
送

金
し
た
。

支
援
先
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
を
支
援
し
て
い
る
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
と
カ
ノ
ッ

サ
会
、
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

万
円
。
ま
た
能
登
地
震
災
害
支
援

の
た
め
に
も
名
古
屋
教
区
に
も
同

額
を
送
金
し
た
。
早
速
、
レ
デ
ン

プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
総
長
か

ら
の
お
礼
状
が
届
け
ら
れ
た
た

め
、
紹
介
し
た
い
。

カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
か
ら
の
１

０
０
万
円
の
寄
付
に
つ
い
て

こ
の
た
び
は
、
カ
リ
タ
ス
鹿

児
島
を
通
じ
て
多
額
の
ご
寄
付
を

賜
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
数
日
前
、
本
会
の

日
本
の
姉
妹
か
ら
皆
様
か
ら
の
１

０
０
万
円
と
い
う
多
額
の
ご
寄
付

を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
支
援

の
た
め
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
は
２
年
半
に

わ
た
っ
て
残
忍
な
戦
争
が
続
い
て

お
り
、
多
く
の
若
者
や
老
人
の
命

が
奪
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
現
段

階
で
は
戦
争
に
よ
っ
て
精
神
的
、

感
情
的
、
肉
体
的
な
疲
弊
に
苛
ま

れ
て
い
ま
す
。

親
愛
な
る
司
教
様
、
そ
し
て

鹿
児
島
教
区
の
信
者
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
支
援
金
は
食
料

品
、
医
療
品
、
包
帯
な
ど
最
も
必

要
と
思
わ
れ
る
物
に
使
わ
れ
ま

カリタス鹿児島決算（2023年4月1日〜2024年3月31日）

今
年
度
の
支
援
先
な
ど
決
め
る

カ
リ
タ
ス
鹿
児
島

第
二
週
　
キ
リ
ス
ト
の
国

霊
操
の
第
二
週
の
目
的
こ
そ

霊
操
全
体
の
目
的
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ア
ル
ペ
は
「
キ
リ
ス
ト
の
道

の
中
で
霊
操
の
目
的
と
す
べ
き
と

こ
ろ
は
、
単
な
る
理
想
や
学
問
、

法
則
な
ど
と
い
っ
た
抽
象
的
、
あ

る
い
は
観
念
的
な
も
の
を
追
求
し

て
ゆ
く
こ
と
で
は
な
く
、
神
の
よ

り
大
い
な
る
光
栄
と
な
る
べ
き
唯

一
の
道
を
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
の
中

か
ら
最
も
正
確
に
選
び
出
し
、
そ

の
道
を
歩
ん
で
ゆ
く
べ
き
手
法
と

方
法
と
を
、
自
己
の
現
実
に
即
し

て
ゆ
る
ぎ
な
く
究
め
つ
く
し
て
ゆ

く
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
具
体
的
な

も
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

第
二
週
は
「
キ
リ
ス
ト
の

国
」
の
黙
想
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

ま
す
。
第
一
週
で
神
の
無
償
の
愛

を
体
験
し
た
霊
操
者
は
、
自
身
の

愛
に
よ
っ
て
神
に
応
え
た
い
と
い

う
熱
意
に
燃
え
て
い
る
は
ず
で

す
。
そ
の
熱
意
を
方
向
づ
け
る
た

め
に
も
「
キ
リ
ス
ト
の
国
」
の
黙

想
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
招
き

に
完
全
に
応
え
る
決
意
に
ま
で
達

し
ま
す
。

イ
グ
ナ
チ
オ
は
、
パ
ン
プ
ロ

ー
ナ
で
の
負
傷
に
よ
っ
て
身
動
き

が
取
れ
な
い
状
態
の
時
に
、
キ
リ

ス
ト
に
つ
い
て
、
ま
た
聖
人
た
ち

に
つ
い
て
の
霊
的
読
書
の
う
ち
に

「
キ
リ
ス
ト
の
国
」
の
た
め
に
戦

う
決
意
を
固
め
ま
す
。
地
上
の
国

王
の
指
揮
の
も
と
で
兵
士
と
し
て

戦
っ
て
い
た
イ
グ
ナ
チ
オ
は
、
地

上
の
み
な
ら
ず
、
天
地
万
物
を
創
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（
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー

チ
」
や
「
い
の
ち
の
う
た
」
な

ど
）
復
興
の
願
い
を
込
め
て
選

曲
さ
れ
、
ま
た
ア
レ
ン
ジ
が
施

さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
素
敵
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
バ
ッ
ハ

の
「
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜
び

を
」
が
演
奏
さ
れ
た
ほ
か
、
こ

の
日
誕
生
日
を
迎
え
た
同
教
会

信
徒
の
森
章
子
さ
ん
も
加
わ
り

「
き
ら
き
ら
星
」
が
演
奏
さ
れ

復
活
祭
に
洗
礼
を
授
か
っ
た

古
木
美
和
さ
ん
（
１
・
２
班
）

の
申
し
出
で
、
『
能
登
震
災
復

興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
』
が
６
月
23
日
の
主
日
の
ミ

サ
後
に
玉
里
教
会
聖
堂
で
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
ミ

サ
に
参
加
し
た
信
者
以
外
に
、

演
奏
者
の
ご
家
族
や
そ
の
ご
友

人
も
教
会
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
で
演
奏
さ
れ

た
曲
は
ど
れ
も
親
し
み
や
す
く

１
日
（
木
）
ボ
ス
コ
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
０
５
年
）

▼
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
祭

３
日
（
土
）
ル
ー
シ
ン
神
父
命
日
（
１
９
９
４
年
）

４
日
（
日
）
年
間
第
18
主
日

６
日
（
火
）
主
の
変
容

▼
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
・
〜
15
日

７
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分

▼
小
平
卓
保
神
父
命
日
（
２
０
０
５
年
）

８
日
（
木
）
田
原
章
神
父
霊
名
（
聖
ド
ミ
ニ
コ
）

▼
宋
診
旭
神
父
霊
名
（
聖
ド
ミ
ニ
コ
）

10
日
（
土
）
聖
ラ
ウ
レ
ン
チ
オ
助
祭
殉
教
者

▼
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時

11
日
（
日
）
年
間
第
19
主
日

14
日
（
水
）
聖
コ
ル
ベ
祭

15
日
（
木
）
聖
母
の
被
昇
天

▼
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念
祭
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
17
時

18
日
（
日
）
年
間
第
20
主
日

▼
集
会
祭
儀
司
会
者
養
成
講
座
・
教
区
本
部
・
15
時

▼
集
会
祭
儀
司
会
者
養
成
講
座
・
名
瀬
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
・
14
時

20
日
（
火
）
司
祭
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

24
日
（
土
）
聖
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
使
徒

▼
坂
本
進
神
父
命
日
（
２
０
２
２
年
）

25
日
（
日
）
年
間
第
21
主
日

28
日
（
水
）
橋
口
啓
悟
神
父
（
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
）

▼
鈴
木
康
由
神
父
霊
名
（
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
）

▼
山
口
重
義
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）

▼
オ
ー
バ
ン
神
父
命
日
（
１
９
８
８
年
）

30
日
（
金
）
ペ
ル
リ
ー
ニ
神
父
命
日
（
２
０
０
８
年
）

【
司
教
日
程
】
５
〜
６
日
平
和
記
念
行
事
（
広
島
）
、
10
日
大
隅
学

園
、
11
日
ベ
ト
ナ
ム
の
聖
母
祭
ミ
サ
、
15
日
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念

祭
、
16
日
聖
マ
リ
ア
学
園
、
19
日
大
隅
学
園
、
20
日
司
祭
評
議
会
、

22
日
聖
マ
リ
ア
学
園
、
25
日
鹿
屋
教
会
ミ
サ

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

教
　
　
皇

政
治
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

日
本
の
教
会
　
世
界
の
平
和

▼
青
年
の
奉
仕
に
感
謝

垂
水
教
会
で
は
７
月
14
日
（
日
）

の
午
後
、
梅
雨
の
晴
れ
間
に
垂
水
と

鹿
屋
の
ベ
ト
ナ
ム
人
青
年
の
力
を
借

り
て
敷
地
の
草
刈
り
作
業
を
行
っ

た
。写

真
は
今
回
作
業
し
た
メ
ン
バ
ー

と
垂
水
教
会
司
祭
館
前
で
（
右
端
は

鹿
屋
教
会
の
タ
ム
神
父
）
。

（
垂
水
教
会
・
霧
島
神
父
）

さ
れ
る
も
の
と
し
て
読
む
べ
き

で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
あ
る
小
説
を
読
む

時
に
、
そ
の
最
後
の
頁
を
読
ん

で
は
じ
め
て
書
物
全
体
の
意
味

が
明
ら
か
に
な
る
の
と
同
様

に
、聖
書
全
体
の
意
味
も
、新
約

聖
書
を
読
み
終
わ
っ
た
時
は
じ

め
て
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ

る
。
︱
中
略
 ︱
イ
エ
ス
ス
を
信

じ
る
人
々
は
、
イ
エ
ス
ス
自
身

に
よ
っ
て
旧
約
聖
書
を
読
み
直

す
方
法
を
教
え
ら
れ
て
い
る
。

イ
エ
ス
ス
こ
そ
聖
書
全
体
の
意

味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
鍵

な
の
で
あ
る
。

聖
書
は
簡
単
に
理
解
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
私
た
ち
が
理
解
で
き
な
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ダ
ヤ

人
の
土
壌
に
基
づ
い
て
聖
書
を

紐
解
く
と
単
な
る
知
識
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
根
底
に

流
れ
る
神
様
の
人
間
に
対
す
る

愛
、
ま
た
神
様
を
前
提
と
し
た

人
間
と
い
う
存
在
と
在
り
方
を

立
体
的
に
捉
え
る
で
き
る
で
し

ょ
う
。

７
Ｐ
・
　
ネ
メ
シ
ェ
ギ『
キ
リ
ス

ト
教
入
門
』南
窓
社
、１
９
９
３
 年
、

40
頁
。

今
ま
で
こ
の
コ
ラ
ム
は
「
旧

約
と
新
約
は
二
つ
で
一
つ
の
聖

書
」
と
い
う
観
点
か
ら
書
い
て

き
ま
し
た
。

10
年
以
上
に
わ
た
る
こ
の
コ

ラ
ム
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
聖

書
を
読
む
こ
と
に
つ
い
て
の
金

言
と
も
言
え
る
べ
き
も
の
を
引

用
し
た
い
と
思
い
ま
す

7

。

旧
約
聖
書
に
書
か
れ
た
神
の

言
葉
が
、
人
類
に
対
す
る
神
の

最
終
的
な
言
葉
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
常
に
念
頭
に
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の

立
場
か
ら
見
る
と
、
聖
書
は
数

多
く
の
著
者
に
よ
っ
て
数
百
年

の
間
に
書
か
れ
た
数
多
く
の
書

物
の
集
積
に
す
ぎ
な
い
が
、
神

の
摂
理
の
方
か
ら
見
る
と
、
聖

書
全
体
が
人
類
に
向
け
ら
れ
た

神
の
一
つ
の
言
葉
だ
と
言
え
よ

う
。こ
の
言
葉
の
意
味
は
、旧
・

新
約
聖
書
全
体
を
読
ん
で
は
じ

め
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
旧
約
聖
書
の
意

味
も
、
神
の
啓
示
の
充
満
で
あ

る
イ
エ
ス
ス
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
新
約
聖
書
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
旧
約
聖
書

は
、
新
約
聖
書
に
よ
っ
て
解
釈

会

と

催

し

８
月

背
景
に
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
た

２
人
に
感
謝
と
さ
ら
に
「
次
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
の
お
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
（
報
告
・

玉
里
教
会
通
信
員
）

る
な
ど
大
変
盛
り
上
が
り
、
最

後
に
み
ん
な
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ

ー
ス
デ
ー
」
を
歌
っ
て
お
誕
生

日
も
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
泉
神
父
様
か
ら
祭
壇
を

能
登
半
島
の
復
興
を
願
っ
て

玉
里
教
会
で
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》
75

ま
し
た
。

そ
の
後
の
ミ
サ
で
の
説
教
で

は
地
区
長
の
内
野
洋
平
神
父
が

「
シ
ノ
ド
ス
の
祈
り
の
分
か
ち

合
い
」
に
つ
い
て
報
告
し
て
く

だ
さ
り
、
信
徒
た
ち
が
島
の
共

同
体
の
再
構
築
を
聖
霊
の
助
け

を
祈
り
な
が
ら
共
に
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
ブ
イ
ジ
ュ
祭
は
、

奄
美
の
そ
れ
ぞ
れ
の
小
教
区
に

お
い
て
、
共
同
体
の
在
り
方
を

見
直
す
恵
み
に
な
り
ま
し
た
。

ブ
イ
ジ
ュ
神
父
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
ブ
イ
ジ

ュ
神
父
（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）

は
、
１
９
０
３
年
に
瀬
留
に
着

任
し
、
１
９
０
８
年
に
教
会
を

建
設
し
た
。

こ
の
地
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

地
域
の
人
々
の
生
活
と
文
化
の

質
の
向
上
に
尽
力
し
、
地
元
民

に
も
愛
さ
れ
た
神
父
で
あ
っ
た

が
、
１
９
２
２
年
に
病
に
侵
さ

れ
た
。

体
を
心
配
す
る
母
親
か
ら
も

手
紙
で
帰
国
を
勧
め
ら
れ
た

が
、
「
す
べ
て
を
神
の
摂
理
に

委
ね
た
い
」
と
し
、
瀬
留
の
地

で
54
歳
の
生
涯
を
終
え
、
集
落

の
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い

る
。
（
瀬
留
教
会
・
通
信
員
）

１
０
２
回
目
の
命
日
祭
を
挙
行

ブ
イ
ジ
ュ
神
父
を
愛
し
愛
さ
れ
た
瀬
留
教
会

内
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
奄

美
大
島
歴
代
宣
教
師
故
人
名

碑
」
前
で
、
島
で
宣
教
し
て
く

だ
さ
っ
た
今
は
亡
き
司
祭
、
修

道
者
の
た
め
に
祈
り
を
さ
さ
げ

７
月
７
日
（
日
）
、
ブ
イ
ジ

ュ
神
父
没
後
１
０
２
回
目
の
命

日
祭
が
瀬
留
教
会
（
申
賢
圭
主

任
司
祭
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ま
ず
ブ
イ
ジ
ュ
神

父
が
眠
る
集
落
の
墓
地
を
詣

で
、
そ
の
後
は
瀬
留
教
会
敷
地

ベトナムの聖母
Lavang祭

=８月11日（日）=

場 所：かんまちあ
鹿児島市浜町2-20

プログラム
16時30分　 司教ミサ
18時　 ロザリオの祈り

聖母Lavangの行列
19時　 軽食

教区内のベトナム人
信者の皆さんと一緒に
賛美の祈りを捧げませ
んか？

多くの方の参加をお
待ちしております。
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と
分
か
ち
合
い
な
が
ら
助
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

匿
　
　
名
（
77
歳
）

「
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
」

に
出
会
い
、
ち
ょ
う
ど
10
年
に

な
り
ま
す
。

静
け
さ
の
中
で
み
こ
と
ば
の

朗
読
が
始
ま
り
、
耳
を
傾
け
、

理
解
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

は
じ
め
は
理
解
で
き
ず
と
も
、

何
回
も
読
む
う
ち
に
理
解
が
深

ま
り
、
み
こ
と
ば
を
味
わ
っ
た

時
、
神
様
の
思
い
に
触
れ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
今
で
は
み
こ

と
ば
を
読
む
こ
と
が
祈
り
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
参
加
者
で
感
じ
た
思

い
や
心
の
動
き
を
素
直
に
、
率

直
に
分
か
ち
合
う
豊
か
な
時
を

持
て
る
仲
間
が
い
る
こ
と
は
大

５
月
に
20
周
年
を
記
念
し
た

「
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
」

（
フ
ィ
リ
ピ
ニ
・
レ
ナ
ト
神
父

指
導
）
の
参
加
者
の
思
い
を
紹

介
す
る
第
２
回
目
。

匿
　
　
名
（
87
歳
）

レ
ナ
ト
神
父
様
の
ル
カ
福
音

書
の
講
座
か
ら
引
き
続
き
こ
の

「
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
」
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
は
、
聖
書

を
読
み
、
深
く
味
わ
い
、
黙
想

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
が
、
こ
の
集
い
で
は
そ
れ

が
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
と
て

も
貴
重
な
大
切
な
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

20
年
の
継
続
は
神
父
様
の
ご

指
導
と
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
お

世
話
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し

ま
す
。

た
だ
、
「
人
々
の
と
こ
ろ
に

行
っ
て
友
だ
ち
に
な
り
、
分
か

ち
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
」
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

匿
　
　
名
（
76
歳
）

20
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
ま

す
。「

神
様
の
こ
と
を
知
り
た

い
。
イ
エ
ス
様
の
こ
と
を
知
り

た
い
」
と
強
く
願
っ
て
い
た
受

洗
間
も
な
い
頃
、
こ
の
集
い
に

出
会
い
ま
し
た
。

20
年
前
は
身
辺
が
と
て
も
忙

し
い
日
々
で
し
た
の
で
、
日
常

を
離
れ
聖
堂
で
一
定
時
間
祈
れ

る
こ
と
が
本
当
に
感
謝
の
ひ
と

時
で
し
た
。

現
在
、
ひ
と
り
で
い
つ
で
も

祈
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
続
け
て
参

加
し
て
い
る
の
は
、
「
分
か
ち

合
い
」
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

同
じ
信
仰
を
持
つ
仲
間
と
の

か
か
わ
り
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

匿
　
　
名
（
81
歳
）

10
年
前
か
ら
の
参
加
に
な
り

ま
す
。

初
め
て
こ
の
集
い
に
参
加
し

た
頃
は
、
ち
ょ
っ
と
沈
黙
し
、

間
を
お
い
て
祈
り
ま
す
の
で
、

「
眠
く
て
、
眠
く
て
困
っ
た
も

の
だ
」
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

安
心
し
た
心
地
よ
い
時
間
だ
っ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ

か
ら
教
会
ご
と
の
当
番
で
先
唱

な
ど
を
す
る
た
め
に
、
じ
っ
く

り
と
読
み
、
そ
の
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
で
、
こ
ん
な
意
味
が

あ
っ
た
の
か
と
改
め
て
「
聖
書

を
じ
っ
く
り
読
ん
で
い
な
か
っ

た
自
分
」
に
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
「
時
間
が
経
つ
と
す

べ
て
忘
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う

こ
と
の
繰
り
返
し
を
し
な
が
ら

で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
自
分
の

も
の
に
な
り
、
祈
り
の
大
切
さ

を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
本
当
の
祈
り
が
で

き
な
い
の
で
す
が
、
『
み
こ
と

ば
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
』
の
中

に
「
み
こ
と
ば
は
自
分
に
は
ほ

と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
ま
っ
た

く
分
か
ら
な
い
と
認
め
る
」
の

文
に
安
心
し
て
、
も
っ
と
少
し

で
も
理
解
で
き
る
よ
う
、
皆
様

使
徒

�

�

た
ち
の
働

�
�
�

き

を
礎

�
�
�
�と

し
て
教
会

�
�
�
�
�は

生�

ま
れ
、
各
地

�
�
�

に
広�

�

が
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
イ
エ
ス
様�

�

が
御�

自�

分�
�

の
救�

�

い
の
御
業

�
�
�

を

続�
�

け
る
た
め
に
必
要

�
�
�
�

な
こ
と
で
し
た
。

教
会
と
は
イ
エ
ス
様
と
そ
の
代
理
者

�
�
�
�
�

に

よ
っ
て
司
牧

�
�
�

さ
れ
る
信
者

�
�
�
�

の
団
体

�
�
�
�

で
す
。

司
牧
と
は
司
教
様

�
�
�
�
�
�

や
司
祭

�
�
�

が
信
徒

�
�
�

を
教�

�

え

導�
�
�

く
こ
と
で
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
目�

に

見�

え
な
い
頭

�
�
�は

イ
エ
ス
様
で
あ
り
、
目
に
見
え

る
頭
は
そ
の
代
理
者
で
あ
る
ロ
ー
マ
の
司
教
…

つ
ま
り
教
皇

�
�
�
�
�

様
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の
方�

�

を

親�
�

し
み
を
込�

め
て
パ
パ
様
と
呼�

ぶ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

今�
�

の
パ
パ
様
の
名
前

�
�
�

を
知�

っ
て
い
ま
す
か
？
 

教
会
に
は
一�

�

、
聖�

�

、
公�

�

、
使
徒
継
承

�
�
�
�
�の

４
つ

の
特
徴

�
�
�
�
�が

あ
り
ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
は

唯
一
無
二

�
�
�
�
�
�

で
あ
り
、
聖
な
る
も
の
で
あ
り
、
す

べ
て
の
人�

�

に
開�

�

か
れ
た
公

�
�
�
�の

も
の
で
あ
り
、
そ

の
教
え
は
使
徒
の
時
代
に
ま
で
遡

�
�
�
�る

正
統

�
�
�
�

な
も

の
で
す
。
使
徒
の
時
代
に
起
源

�
�
�

を
も
つ
の
で
す

か
ら
彼
等

�
�
�

の
後
継
者

�
�
�
�
�
�

が
現
代

�
�
�
�

に
も
存
在

�
�
�
�

し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
教
皇
様
を
頭
と
す
る
司
教
団
で

す
。
 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
使
徒
か
ら
受�

け
継�

い
だ

救
い
の
真
理

�
�
�

を
教
え
ま
す
。
そ
の
「
真
理
」
と

は
聖
書

�
�
�
�

と
聖
伝

�
�
�
�

に
基�

�

づ
く
も
の
で
す
（
２
０
２

４
年
１
月
１
日
号
参
照
）
。
教
会
は
常�

�

に
聖�

�

霊�
�

に
導
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
会
が
教
え
る

救
い
の
真
理
に
誤

�
�
�り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
い
換�

え
れ
ば
教
会
の
教
え
と
は
全
世
界
の
司
教
団
が

一
致

�
�
�

し
、
教
皇
様
が
そ
の
権
威

�
�
�

を
も
っ
て
全
教

会
に
向�

け
て
教
義

�
�
�
�

を
宣
言

�
�
�
�

す
る
の
で
す

か
ら
誤
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

そ
も
そ
も
「
教
会
の
教
え
に
間
違

�
�
�

い
は

な
い
」
と
い
う
の
も
教
義
な
の
で
す
。
 

イ
エ
ス
様
の
福
音
は
神
の
国�

�

に
集
約

�
�
�
�
�さ

れ
ま

す
。
し
か
し
未�

�

だ
に
神
の
国
は
こ
の
地
上

�
�
�
�

で
実�

�

現�
�

し
て
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
神
の
国
を

実
現
す
る
た
め
に
イ
エ
ス
様
の
教
え
を
教
会
を

通�
�

じ
て
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
に
信
者
で
あ
る

私
た
ち
の
使
命

�
�
�

が
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。

使
徒
た
ち
の
働
き
と
教
会

要　　理

共
に
味
わ
い
、
祈
り
、
相
互
に

分
か
ち
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
中
で
黙
想
を
実
感
し
、
今
ま

で
よ
り
深
く
み
こ
と
ば
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
と
て
も
大
切
な
時

間
で
す
。
聖
書
の
言
葉
一
つ
ひ

と
つ
を
大
切
に
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

匿
　
　
名
（
81
歳
）

み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
は
、

聖
書
を
通
し
て
神
の
み
こ
と
ば

に
耳
を
傾
け
、
さ
ら
に
体
験
す

る
大
切
な
知
識
を
増
や
す
だ
け

で
な
く
、
聖
書
か
ら
提
供
さ
れ

て
い
る
「
み
こ
と
ば
」
を
静
か

な
気
持
ち
で
沈
黙
し
て
、
キ
リ

ス
ト
に
出
会
う
喜
び
を
味
わ
う

貴
重
な
人
生
体
験
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
は
分
か
ち
合
い
な
し
で

は
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
分
か
ち
合
い
な
し
で
の
聖

書
の
集
い
は
な
い
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

親
子
の

き
な
喜
び
で
す
。

こ
の
会
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
自
分
一
人
で
は
決
し
て
得

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
「
み

こ
と
ば
の
意
味
」
を
知
り
、
味

わ
い
、
生
き
て
い
く
こ
と
は
私

の
信
仰
生
活
を
豊
か
に
し
、
支

え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

別
府
　
博
（
77
歳
）

私
は
４
年
前
、
ザ
ビ
エ
ル
教

会
に
転
入
し
、
20
年
前

か
ら
続
い
て
い
る
「
み

こ
と
ば
を
祈
る
集
い
」

の
一
員
に
な
れ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。「

継
続
は
力
な
り
」

と
言
い
ま
す
。
こ
の
集

い
の
継
続
自
体
が
私
た

ち
の
信
仰
に
と
っ
て
大

き
な
力
に
な
っ
て
い
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
は
弱
い
存
在
で

す
か
ら
一
人
で
何
か
を

20
年
も
続
け
る
こ
と
は

分
か
ち
合
い
を
大
切
に
集
い
続
け
て
20
年

み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
へ
の
思
い

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

集
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
学
び
、

気
づ
き
、
活
か
さ
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
信
仰
を
強
め
て
く
れ
て
い

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

主
日
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
る
こ

と
は
、
信
者
一
人
ひ
と
り
が
主

キ
リ
ス
ト
に
つ
な
が
る
、
い
わ

ば
キ
リ
ス
ト
と
の
縦
の
関
係
で

す
。
し
か
し
信
者
同
士
の
横
の

つ
な
が
り
は
、
ミ
サ
に
あ
ず
か

る
だ
け
で
は
希
薄
な
気
が
し
ま

す
。
こ
の
集
い
で
は
聖
霊
の
来

臨
を
求
め
、
み
こ
と
ば
に
耳
を

傾
け
、
み
こ
と
ば
を
味
わ
い
、

み
こ
と
ば
に
生
き
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
み
こ
と

ば
に
活
か
さ
れ
る
自
分
を
見
出

し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
分
か
ち
合
い
で
は
、

各
自
が
み
こ
と
ば
に
関
す
る
思

い
や
体
験
を
語
り
合
い
、
相
互

に
気
づ
き
を
得
て
、
よ
り
深
い

信
仰
に
招
か
れ
て
い
ま
す
。

匿
　
　
名
（
62
歳
）

３
年
前
か
ら
の
参
加
で
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
て
か
ら

黙
想
会
や
ミ
サ
の
中
で
「
〇
〇

に
つ
い
て
黙
想
し
て
み
て
く
だ

さ
い
」
と
神
父
様
が
指
導
さ
れ

て
も
、
自
分
で
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
は
っ
き
り
と
理
解
し

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ず

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
皆
様
と
月
に
一
回
で
す

が
静
け
さ
の
中
で
み
こ
と
ば
を

お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
の
匿
名
（
93

歳
）
の
み
こ
と
ば
を
祈
る

集
い
の
感
想
に
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
。
「
つ
ま
り

聖
書
を
、
聖
書
を
置
い
て

読
み
」
は
、
正
し
く
は

「
つ
ま
り
聖
書
を
聖
霊
に

お
い
て
読
み
」
で
し
た
。

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま

す
。

広
報
部

レナト神父と記念のミサをささげる


